
フェーズ１で微細藻類を用いた水質浄化の検証を行い、水産養殖に必要な水質浄化能力を達成できるこ
とを実証した。この成果をベースとして、新たな「微細藻類を用いた陸上養殖用の水浄化システム」を開
発する。微細藻類はLEDとCO2により生育・維持が可能なため、既存の脱窒消化槽よりも低コストで運用
出来る可能性がある。また、微細藻類は水浄化を行うと共に大気中・水中のCO2の吸収も行うため、微細
藻類を回収することでCO2固定を行うこともできる。さらに、微細藻類がMPを吸着できるため、MPフリ
ーな水で養殖を行うこともでき、養殖産物の高付加価値化も狙える。

漁業生産量は1990年頃から増加せず、水産物需要
増加には海面養殖等で対応している。しかし海面養
殖は自然災害に脆弱であり、また環境負荷の観点か
らも急速な増加は難しい。また、海洋や河川におけ
るマイクロプラスチック(MP)の存在も問題となって
おり、健康への影響も心配されている。そのため陸
上養殖が注目を浴びているが、建設のイニシャルコ
ストや、浄化槽の維持や餌代といったランニングコ
ストの問題があり、経済的な課題が残る。そこで、
低ランニングコストで環境低負荷な新規陸上養殖シ
ステムの開発を行う。
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低ランニングコストかつ環境低負荷な養殖技術が求められている背景・目的

目標

研究内容

フェーズ１の成果である微細藻類を用いた水浄化方法を用い、低ランニングコストで環境低負荷な陸
上養殖システムの開発を目標とする。研究内容としては、①高機能な水質維持システムの構築、②ク
ラウドモニタリングシステムの構築、③藻類回収システムの構築、を行う。本成果により、既存水浄
化技術である脱窒硝化槽よりも低コスト運用でき、CO2の吸収・固定も可能といった新たな付加価値
を持つ陸上養殖システムを提供できる。
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微細藻類を用いた水浄化、モニタリング、回収システムの研究開発

低ランニングコストで環境低負荷な陸上養殖システムの開発

2024年８月31日時点

① 高機能な水質維持シス
テムの構築

微細藻類を用いて養殖の生産性を維持できる水質浄化システムを構築する

② クラウドモニタリング
システムの構築

三態窒素、pH、温度、藻類状況等について、24時間監視出来るシステム
を構築し、養殖状況や水浄化能力を調整出来るシステムを構築する 

③ 微細藻類回収システム
の構築

増殖した微細藻類を養殖産業で利用可能な回収システムを構築する
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